
 

 
 

 

 

 

       令和4年度静岡県図書館大会 

        静岡県は例年、読書活動の一

層の推進を目指して研修し、参

加者相互の交流を深めることを

目的に、県教育委員会・県図書 

館協会・県読書推進運動協議会の共催により、 

静岡県図書館大会を実施しています。令和 4年 

度大会の概要は次のとおりです。その他詳細は、 

「静岡県図書館大会」ホームページをご覧ください。 

【開催日時】令和4年11月21日(月) 

【会場】グランシップ 

【申し込み期間】10月7日(金)～10月31日(月) 

【参加費】無料 

【問い合わせ先】静岡県立中央図書館企画振興課 

【電話番号】054-262-1246 

URL：https://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/toshokantaikai/2022/index.html 

※子どもの読書や学校図書館に関する分科会は次

のとおりです。ぜひご参加ください。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           1人1台端末環境下における 

学校図書館の積極的な活用及 

び公立図書館の電子書籍サー 

ビスとの連携について 

（文部科学省） 

 令和４年８月２日、文部科学省から、各都道府県

図書館や学校図書館担当課長などに向け、1人 

1台端末環境下における学校図書館の積極的活 

用を求める事務連絡が発出されました。 

 

 

 

 

  
令和４年度希望研修『情報リテ 

        ラシーと学校図書館』 

国際子ども   令和４年６月３日、センターでは

研修『情報リテラシーと学校図書

館』を実施しました。 

午前中は、県立中央図書館・西澤教育主査の指

導の下、端末を使用し、データベースやウェブページ

を用いた情報収集について演習を行いました。 

午後は帝京大学の鎌田教授から、子どもの情報

活用能力及び問題発見・解決能力の育成には、 

これまでも学校図書館で取り組まれてきた読書 

活動や探求活動が有効であることを、実例を踏ま

えて詳しくお話しいただきました。また演習では、

探求的な学習を実践するために重要となる課題設

定について、ワークシートや資料を使用しながら 

ご指導いただきました。 

終了後のアンケートでは「探求授業の課題設定

に役立つ内容だった」などのご意見をいただき、 

実りある 1日となりました。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この文書では、児童生徒の学習活動の充実の 

ためには、書籍・新聞・雑誌・インターネットなどを効

果的に組み合わせ、活用することが重要とされて

おり、多様な情報メディアを所蔵する学校図書館

の積極的な活用を求めることが示されています。   

文部科学省のホームページに本文が公開され

ていますので、詳しくはそちらを 

ご覧ください。次の二次元バー 

コードからご覧いただけます。 

令和４年９月発行 

発 行：静岡県総合教育センター 

総務企画・ICT推進課生涯学習推進班  

電 話：0537-24-9715 

メール：sogokyouiku-soumuict@pref.shizuoka.lg.jp 

第3分科会：幼児・児童に対するサービス 

「科学絵本は楽しい！「かがくのとも」の作り方」 

講師：山形昌也氏(福音館書店書籍 編集部部長) 
 

第4分科会：学校図書館 

「本の読み方を学ぼう～点検読書をやってみよう～」 

※持ち物：未読の新書１冊 

講師：木下通子氏(埼玉県立浦和第一女子高等学校 担

当部長兼主任司書) 



 

【オンライン】児童文学基礎講座 

（国立国会図書館遠隔研修） 

国際子ども   国立国会図書館では、各種 

        図書館職員の業務に役立つ研修 

動画を、YouTube「国立国会図書

館公式チャンネル」内で提供しています。この中に

は、子どもの本に関する研修動画も複数公開され

ています。特に次の動画は、令和元年 11 月に 

国際子ども図書館で開催された「児童文学連続講

座」内の講演を基に作成され、令和４年６月に公開

されましたが、子どもの読書活動推進に参考となる

内容です。興味のある方はご覧ください。 
【問い合わせ先】 

国立国会図書館 関西館 図書館協力課 研修交流係 

URL：. https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/index.html 

 

 

1人1台端末環境下における 

       学校図書館の積極的な活用に、 

       パスファインダーが有効です。 

           子どもの情報活用能力育成には、

書籍・新聞・雑誌・インターネット
などを効果的に組み合わせ、活 

用する技術を学ぶことが重要です。しかし、多様な 
情報メディアの中から、必要とする情報を取り出す 
ことは容易ではありません。 
 パスファインダーは、あるテーマに沿って、調べ 
たいことを自分で調べられるよう、資料を探す手助 
けをするための案内です。次の「お米について調 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【参加費】無料 

【視聴方法】 

この講演は YouTube を利用したオンデマンド配信形式

で、いつでも視聴できます。詳しくは、国立国会図書館ホ

ームページをご覧ください。上記の二次元バーコードから

もご覧いただけます。 

 

 

べる」は、小学生向けに作成した一例です。 

印刷資料やインターネット資源をあらかじめ紹介

することで、子どもは情報収集を効率的に進めるこ

とができ、また様々な情報メディアに触れることで、

その特徴をつかむこともできます。 

 興味のある方は次の二次元バーコードを読み取

り、パスファインダーの紹介ページ（センター作成）

をご覧ください。パスファインダーの作成に役立つ

図書・ホームページのリストなどを、 

添付ファイルにて公開しています。 

必要に応じてご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
講演：『この本よんだ? 小学校中高学年に向けて』 

講師：白井澄子氏（国立国会図書館客員調査員・

白百合女子大学教授） 

※肩書は当時のものです。 

内容：学年が上がるにつれ本離れが懸念される 

小学校中高学年を対象に、この年齢の 

子どもたちの特性やおすすめ 

する本について、専門の講師 

からご教示いただきます。 


